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財政援助団体等に対する監査の結果について（報告） 
 
 
地方自治法第１９９条第７項の規定に基づき実施した財政援助団体等に対する監査結果

を、同法同条第９項の規定により別紙のとおり提出します。 

なお、この監査結果に基づき、またはこの監査結果を参考として措置を講じたときは、

同条第１２項の規定により通知願います。 
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財政援助団体等に対する監査報告書 
 

 

第１．監査の概要 

 

１．監査の目的 

  町が出資等を行っている団体に対して、団体の事業が出資等の目的に沿って適切に

運営されているか、また、商工観光交流課の財政援助（出資団体及び公の施設の指定

管理）に係る事務執行が適切に行われているかを主眼に監査を行った。 
 

２．監査の対象 

（１）監査対象団体  株式会社ゆめろん 
   ※株式会社ゆめろんが指定管理者として管理する公の施設は下記のとおりで 
    ある。 
   ・三種町八竜健康保養施設・三種町八竜総合交流ターミナル施設（砂丘温泉 
    ゆめろん） 
   ・三種町八竜多目的健康広場（ゆめっぴぃ） 

（２）監査対象課  商工観光交流課 
 
３．監査の範囲 

株式会社ゆめろんの決算状況（第１４期～第１６期）及び公の施設管理に係る事務

執行状況（平成２０年度～平成２２年度分）並びに担当課の業務管理・運営状況 
 
４．監査の期間 

平成２４年１月２５日（水）～１月３０日（月） 
日時 監査内容 

１月２５日（水） 事前に提出された資料の突合・通査 
１月２６日（木） 関係部局の聞き取り調査 
１月２７日（金） 株式会社ゆめろんの視察等 
１月３０日（月） 監査意見のとりまとめ 
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５．監査の方法 

 【出資団体監査】 
 （１）法人（株式会社ゆめろん）関係 

① 設立目的（出資目的）に沿った事業運営が行われているか。 
② 定款、寄附行為、組織図、経理規程等に基づき適切に運用されているか。また、

会計処理にかかる内部統制が確立されているか。 
③ 決算諸表等は法令等に準拠して作成されているか。 
④ 決算書類、財務諸表等が法人の経営成績及び財政状態を適正に表示しているか。 
⑤ 経営成績及び財政状態は良好か。 
⑥ 収益率、財務比率は良好か。また、人件費は事業規模に対して適切か。 
⑦ 財産管理は適切か。 
⑧ 資金の運用は適切か。また、経費削減は図られているか。 

 （２）所属課関係 
① 出資目的及び出資金額等は妥当か。 
② 株券等の保管は良好か。 
③ 出資団体の経営成績及び財政状態を十分把握し、適切な指導監督を行っている

か。 
 【公の施設の指定管理者監査】 
 （１）指定管理者（株式会社ゆめろん）関係 

① 施設は関係法令の定めるところにより善良な管理者の注意をもって管理され

ているか。 
② 協定等に基づく義務の履行は適切に行われているか。 
③ 利用料金制を採用しており、かつ指定管理者が定める場合、利用料金の設定等

は適正になされているか。 
④ 利用促進のための努力はなされているか。 
⑤ 公の施設の管理にかかる収支会計経理は適正になされているか。 
⑥ 公の施設の管理にかかる管理規程、経理規程等の諸規定は整備されているか。 
⑦ 事業成績、財政状況等は適正に決算諸表等に表示されているか。 
⑧ 財産管理は適切か。 
⑨ 経費削減は図られているか。 

 （２）所属課関係 
① 公の施設の管理を行わせている団体の指定は、法令・条例等の根拠をおいてい

るか。 
② 利用料金制を採用している場合、条例に規定されているか。また、指定管理者

が利用料金を定める場合、利用料金は合理的なものになっているか。その承認

の手続きは適正に行われているか。 
③ 指定管理者の指定は、議会の議決や法令に基づき適正・公正に行われているか。 
④ 管理に関する協定等の締結は適正に行われているか。 
⑤ 協定書等には、必要事項が適正に記載されているか。 
⑥ 管理に関する経費の算定、支出の方法、時期、手続き等は適正になされている

か。 
⑦ 事業報告書の点検は適切になされているか。 
⑧ 指定管理者に対して適時かつ適切に報告を求め、調査又は指示を行っているか。 
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第２．監査の結果 

 

１．株式会社ゆめろんに対する監査の結果 

 

（１）利用状況等について 
ゆめろんの利用者は年々減少しており、平成２２年度（第１６期）における入場

者は１７６，９９７人で前年度対比９，８８４人、５．３％となっている。売上高

も１９５，１６６千円で、前年度対比３，９２６千円、２．０％減となっており、

当期利益は１１，４５３千円の赤字であった。 
 

表１ ゆめろんとゆめっぴぃの入場者数の推移 
 Ｈ１９ 

(第１３期) 

Ｈ２０ 

(第１４期) 

Ｈ２１ 

(第１５期) 

Ｈ２２ 

(第１６期) 

ゆめろん入館者数(人) 199,028 191,431 186,881 176,997

前年比(％) △3.82％ △2.38％ △5.29％

  うち宿泊者数(人) 6,394 4,990 4,798 4,897

前年比(％) △21.96％ △3.85％ 2.06％

ゆめっぴぃ利用者数(人) 17,757 18,959 18,297 18,536

前年比(％) 6.77％ △3.49％ 1.31％

 
 （２）指定管理料について 

    平成２２年度の指定管理料はゆめろん２５，５４９千円、ゆめっぴぃ４，０００

千円であるが、指定管理料は消費税の課税対象となることから、ゆめろん１，２１

６千円、ゆめっぴぃ１９０千円、合計１，４０６千円が消費税となっている。 
 

表２ ゆめろんとゆめっぴぃの指定管理料の推移（税込み額） 
 Ｈ１９ 

(第１３期) 

Ｈ２０ 

(第１４期) 

Ｈ２１ 

(第１５期) 

Ｈ２２ 

(第１６期) 

ゆめろん(円) 29,198,250 27,580,950 26,929,350 25,549,350

前年比(％) △5.54％ △2.39％ △5.12％
入湯税相当額で割り返した場合 194,655 183,873 179,529 170,329

ゆめっぴぃ(円) 3,900,000 4,000,000 4,000,000 4,000,000

前年比(％) 2.56％ 0.0％ 0.0％
 

表３ 消費税を除く実質的な指定管理料 
 Ｈ１９ 

(第１３期) 

Ｈ２０ 

(第１４期) 

Ｈ２１ 

(第１５期) 

Ｈ２２ 

(第１６期) 

ゆめろん(円) 27,807,857 26,267,571 25,647,000 24,332,715

ゆめっぴぃ(円) 3,714,285 3,809,524 3,809,524 3,809,524

計 31,522,142 30,077,095 29,456,524 28,142,239

 
 （３）利用料等について 
    施設利用料金大人３００円は平成７年７月より、宿泊料金の大人８千円は平成 

１１年１２月より適用されており、それぞれ改定なしとなっている。 
ゆめろんの設置目的が「住民の健康及び福祉の増進並びに交流の促進を図る」と

いうことから、公共施設運用と利益追求との間でジレンマがあると言える。 
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 （４）資本金について 

株式会社ゆめろんの資本金総額は９５，０００千円である。そのうち、三種町の

出資額は６３，７５０千円（６７．１％）となっている。 

しかし、繰越損失のため資本金総額に対して２，４１６千円喰い込んでおり、出

資額を割っている状況である。 

 
表４ 株式会社ゆめろんの資本金内訳 

株式引受人 1 株の額面金額（円） 引受株数 引受総額（円） 持株比率（％）

三種町 1,275 63,750,000 67.10

企業等 12 社 
50,000

625 31,250,000 32.90

合  計  1,900 95,000,000 100.0

 

 

 

 

株式会社ゆめろんの事業は、出資目的に沿って適正に運営されていると認められる。 

しかし、平成２０年度（第１４期）から平成２２年度（第１６期）まで３期連続単期赤

字決算となっている。資本金に割り込んでいる状況を解消するためにも、なお一層の経営

努力を要する。 

また、「経営懇談会」が設置されていることから、この会議を有効活用することを望む。 

定款・規程・規則は備え付けられているが、内容に若干の不備や精査しなくてはならな

いような条項も見受けられる。そのためにも再度、確認作業を行い、見直しが必要と判断

した場合には適切に対処していただきたい。 

以下に一例を述べる。 

 

１）【株式会社ゆめろん定款】の規定について 

  監査役の権限については「監査役の監査の範囲を会計に関するものに限定する」と規

定されているが、監査役の責務については何ら規定されていない。（平成２２年度単年

度収支が、１１，４５３千円の赤字を計上したにも関わらず「改善すべき事項はなかっ

た」と報告されている） 

 

２）【株式会社ゆめろん就業規則】の規定について 

給与規程には、平成１７年４月１日から新たな職責手当として部長、営業課長につい

ては規定されているが、調理部・サービス部の課長職は規定されていないにも関わらず

支給されている。また、時間外手当の規程変更に「第八条」とあるのは、錯誤と思われ

る。（本規程上では第十四条に記されている） 
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２．商工観光交流課に対する監査の結果 

 

 （１）指定管理団体に対する指導等について 

    指定管理団体である株式会社ゆめろんの決算状況は前述のとおりであるが、平成

２０年度（第１４期）から平成２２年度（第１６期）までの決算では、３期連続の

単期赤字決算となっている。 

指定管理料については、協定書により「毎月、入館者１人につき金１５０円（消

費税及び地方消費税を含む。）を支払うものとする。」としているが、年々入館者

の減少傾向が続いており、おのずと指定管理料も減額となっている。また、消費税

相当分はゆめろんの持ち出しとなっている。 

赤字解消のためにも適宜、指導監督・助言をするなど担当課としての役割を遵守

していただきたい。 

 

 （２）指定管理団体基本協定書について 

株式会社ゆめろんは、設立当初の出資目的に沿って運営されているが、指定管理

の基本協定書に規定されている業務計画書が提出されていないなどの不履行が見受

けられるため、再度協定書を確認し、条項どおりの運営を図っていただきたい。 

以下に一例を述べる。 

 

１）【三種町八竜健康保養施設・三種町八竜総合交流ターミナル施設（砂丘温泉ゆめろん）・

三種町八竜多目的健康広場（ゆめっぴぃ）基本協定書】について 

① 毎年度、業務計画書を町に提出し、確認を得なければならないことになっているが、

提出されていないし、町が求めた形跡もない。 

② 備品等の取り扱いについては、Ⅰ種（町による備品等の貸与）及びⅡ種・Ⅲ種（ゆめ

ろんによる備品等の購入）と定めているが、明確な分類規定がない。 

③ 備品Ⅱ種台帳に記載漏れがあるほか、減価償却額明細書に掲載する必要がないとはい

え、１０万円以下のものは記載されていない。 

④ ゆめっぴぃ基本協定書全般については、目次に記載されている条項と各条項が合わな

い。 

 

 

３．その他 

 

  参考までに平成２０年度（第１４期）から平成２２年度（第１６期）までの３期比較

貸借対照表・損益計算書・一般管理費内訳書及び平成２２年度（第１６期）キャッシュ

フロー計算書を資料として添付する。 

  なお、数値は千円単位で計上しており、端数処理の関係上、一致しない場合がある。 
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参考資料１

（単位：千円）

金　　額 比率 金　　額 比率 金　　額 比率

現金・預金 103,134 99,963 92,229 -7,734

受取手形

売掛金 2,866 1,296 403 -893

商品 4,791 4,548 3,801 -747

貯蔵品 1,514 2,260 1,974 -286

未収入金 8,055 8,952 7,211 -1,741

前払費用 53 15 15

貸倒引当金 -15 -5 -2 3

流動資産合計 120,398 91.9 117,014 91.9 105,631 91.1 -11,383

設備造作 2,970 2,970 2,970 0

構築物 1,750 1,918 1,918 0

機械装置 302 1,548 1,548 0

車輌運搬具 10,944 10,944 11,810 866

工具器具備品 23,630 24,085 25,565 1,480

減価償却累計額 -29,211 -31,440 -33,740 -2,300

有形固定資産合計 10,385 7.9 10,025 7.9 10,071 8.7 46

電話加入権 169 169 169 0

無形固定資産合計 169 0.1 169 0.1 169 0.1 0

預託金 112 112 121 9

投資等合計 112 0.1 112 0.1 121 0.1 9

資産の部合計 131,064 100.0 127,320 100.0 115,992 100.0 -11,328

支払手形

買掛金 3,968 2,670 3,628 958

未払金 13,929 13,990 14,726 736

未払消費税 846 2,034 1,706 -328

未払法人税等 92 184 184 0

預り金 4,497 4,569 3,333 -1,236

前受金 4 -4

流動負債合計 23,332 17.8 23,451 18.4 23,577 20.3 126

長期借入金

固定負債合計 0 0.0 0 0.0 0 0.0

負債の部合計 23,332 17.8 23,451 18.4 23,577 20.3 126

資本金 95,000 95,000 95,000 0

前期利益剰余金 15,435 12,732 8,869 -3,863

当期純利益 -2,703 -3,863 -11,453 -7,590

純資産の部合計 107,732 82.2 103,869 81.6 92,416 79.7 -11,453

負債の部、純資産の武合計 131,064 100.0 127,320 100.0 115,993 100.0 -11,327

対比増減
平成23年3月31日平成21年3月31日

３期比較　貸借対照表

第１４期 第１５期 第１６期

平成22年3月31日



参考資料２

（単位：千円）

金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額 構成比

総売上高 213,038 100.0 199,092 100.0 195,166 100.0 -3,926

〔売上高〕 199,216 186,594 184,008 -2,586

〔自販機売上〕 13,788 12,476 11,141 -1,335

〔ＴＥＬ売上〕 34 22 17 -5

売上原価 75,003 35.2 69,177 34.7 72,672 37.2 3,495

〔期首棚卸高〕 7,156 4,791 4,548 -243

〔材料仕入高〕 36,376 36,077 39,607 3,530

〔仕入高〕 17,073 15,529 14,762 -767

〔飲料仕入高〕 8,734 7,648 8,716 1,068

〔自販機仕入高〕 10,404 9,585 8,792 -793

〔テレカ仕入高〕 50 95 48 -47

〔期末棚卸高〕 -4,790 -4,548 -3,801 747

売上総利益 138,035 64.8 129,915 65.3 122,494 62.8 -7,421

一般管理費 180,426 84.7 172,584 86.7 170,342 87.3 -2,242

〔別紙内訳書〕 180,426 172,584 170,342 -2,242

営業利益 -42,391 -19.9 -42,669 -21.4 -47,848 -24.5 -5,179

営業外収益 39,702 39,058 36,615 -2,443

〔受取利息〕 416 386 197 -189

〔電気料収入〕 339 152 114 -38

〔指定管理料〕 30,077 29,457 28,142 -1,315

〔負担金収入〕 8,278 8,195 7,285 -910

〔雑収入〕 592 868 877 9

営業外費用 0 0 0

〔支払利息〕

経常利益 -2,689 -1.3 -3,611 -1.8 -11,233 -5.8 -7,622

特別利益 268 15 5 -10

〔貸倒引当金戻入額〕 6 15 5 -10

〔固定資産売却益〕

〔法人税等還付額〕 262

特別損失 15 5 2 -3

〔貸倒引当金繰入額〕 15 5 2 -3

〔固定資産売却損〕

税引前当期利益 -2,436 -1.1 -3,601 -1.9 -11,230 -6.1 -7,629

法人税等 267 261 223 -38

当期純利益 -2,703 -1.3 -3,862 -2.1 -11,453 -6.2 -7,591

(単位：人）

対比増減
ゆめろん △ 9,884

（うち宿泊者数） 99
ゆめっぴい 239

第１６期

18,959

H22.4.1～H23.3.31H21.4.1～H22.3.31

176,997

4,897

H20.4.1～H21.3.31

18,53618,297

21.4.1～22.3.31

第１５期

20.4.1～21.3.31

186,881191,431

4,798

３期比較　損益計算書

4,990

対比増減

３期比較　入場者数

22.4.1～23.3.31

第１４期



参考資料３

（単位：千円）

金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額 構成比

〔給料手当〕 70,669 70,019 69,839 -180

〔賞与〕 9,615 8,718 4,970 -3,748

〔雑給〕 145 75 57 -18

〔法定福利費〕 10,429 10,089 10,552 463

〔厚生費〕 743 897 676 -221

〔中退金〕 2,472 2,364 2,448 84

小　計 94,073 52.1 92,162 53.4 88,542 52.0 -3,620

〔荷造発送費〕 11 12 9 -3

〔広告宣伝費〕 5,861 3.2 7,075 4.1 7,303 4.3 228

〔交際費〕 1,429 0.8 1,359 0.8 1,360 0.8 1

〔会議費〕 0 0 0

〔旅費交通費〕 46 6 20 14

〔通信費〕 1,125 1,086 1,031 -55

〔車輛費〕 2,897 2,418 2,915 497

〔委託料〕 13,013 7.2 13,988 8.1 13,679 8.0 -309

〔備品費〕 963 1,123 1,468 345

〔消耗品費〕 6,228 6,847 7,007 160

〔事務用品費〕 146 183 297 114

〔修繕費〕 2,684 3,087 2,478 -609

〔水道光熱費〕 36,368 20.2 29,972 17.4 31,025 18.2 1,053

〔新聞図書費〕 245 268 245 -23

〔諸会費〕 251 282 211 -71

〔支払手数料〕 281 323 266 -57

〔クリーニング料〕 5,557 3.1 4,587 2.7 4,560 2.7 -27

〔支払保険料〕 774 761 784 23

〔支払報酬〕 1,824 1,386 1,435 49

〔寄付金〕 15 15 25 10

〔研修費〕 23 44 11 -33

〔減価償却費〕 2,432 2,229 2,299 70

〔賃借料〕 2,694 1.5 2,126 1.2 2,039 1.2 -87

〔租税公課〕 692 655 690 35

〔貸倒損失〕 52 52

〔雑費〕 794 590 591 1

一般管理費合計 180,426 100.0 172,584 100.0 170,342 100.0 -2,242

対比増減
21.4.1～22.3.3120.4.1～21.3.31 22.4.1～23.3.31

第１６期第１４期 第１５期

３期比較　一般管理費内訳書



参考資料４

（単位：千円）

１．当期純利益 -11,453

２．非資産の費用項目 2,296

（１）減価償却費

（２）諸引当金の増加(＋)減少(ー)額

（３）廃棄等

３．回収・支払サイト 3,778

（１）受取手形の増加(ー)減少(＋)額

（２）売掛金の増加(ー)減少(＋)額

（３）棚卸資産の増加(ー)減少(＋)額

（４）未収入金の増加(ー)減少(＋)額

（５）その他の流動資産の増加(ー)減少(＋)額

（６）支払手形の増加(＋)減少(ー)額

（７）買掛金の増加(＋)減少(ー)額

（８）未払金等の増加(＋)減少(ー)額

（９）未払法人税等の増加(＋)減少(ー)額

（10）その他流動負債の増加(＋)減少(ー)額

-5,379

Ⅱ．投資活動によるキャッシュフロー

（１）有価証券の購入(ー)売却(＋)額

（２）土地の購入(ー)売却(＋)額

（３）減価償却資産の増加(ー)減少(＋)額 -2,346

（４）無形固定資産の増加(ー)減少(＋)額

（５）投資等の購入(ー)売却(＋)額 -9

（６）長期貸付金の貸付(ー)回収(＋)額

（７）その他固定資産の増加(ー)減少(＋)額

（８）繰延資産の増加(ー)減少(＋)額

-2,355

Ⅲ．財務活動によるキャッシュフロー

（１）短期借入金の増加(＋)減少(ー)額

（２）代表者借入金の増加(＋)減少(ー)額

（３）長期借入金の増加(＋)減少(ー)額

（４）増資額

（５）株主配当金(ー)額

0

-7,734

キャッシュの期首残高 99,963

キャッシュの期末残高 92,229

キャッシュの増加又は減少 -7,734

1,033

893

2,299

-3

第１６期（平成２２年度）キャッシュフロー計算書（簡易）

1,741

-15

Ⅲの合計

-1,240

958

-328

736

Ⅰの合計

Ⅱの合計

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの合計




